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「
ま
ん
ま
ん
茶
房
」 

鹿
児
島
に
行
っ
て
き
ま
し
た
！ 

２
月
１
～
８
日
の
８
日
間
、
鹿
児
島
別
院
と
別
院
・
各

出
張
所
（
14
カ
所
）
に
て
布
教
の
ご
縁
を
賜
り
、
出
講

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

毎
朝
７
時
か
ら
の
晨
朝
の
お
勤
め
、
そ
し
て
布
教
。
５

時
半
に
は
起
床
し
て
、
お
参
り
の
準
備
。
緊
張
感
あ
る
中

に
、
尊
い
時
間
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
別
院
で
は
毎
朝
お

勤
ま
り
に
な
り
、
毎
日
お
参
り
さ
れ
る
ご
門
徒
様
も
お
ら

れ
ま
す
。
ま
さ
に
、
常
な
る
阿
弥
陀
さ
ま
の
お
慈
悲
の
は

た
ら
き
に
、
常
な
る
仏
徳
讃
嘆
の
お
勤
め
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
の
が
、
浄
土
真
宗
の
伝
統
あ
る
「
晨
朝
勤
行
（
お
あ

さ
じ
）」
な
の
で
す
。
お
勤
め
の
後
の
朝
食
、
ご
は
ん
が

“
ス
ス
ミ
”
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
体
重
ア
ッ
プ
か
な
…
。 

滞
在
中
に
桜
島
が
爆
発
的
噴
火
を
し
ま
し
た
。
昨
年
の

９
月
以
来
と
い
う
こ
と
で
、
全
国
ト
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス
に
な

り
ま
し
た
。
で
も
、
地
元
の
鹿
児
島
の
方
々
は
「
珍
し
い

こ
と
で
は
な
い
」
と
、
い
つ
も
と
変
わ
ら
な
い
ご
様
子
で

し
た
。 

お
念
仏
薫
る
鹿
児
島
の
地
、
お
育
て
い
た
だ
い
た
８
日

間
で
し
た
。 

（
副
住
職
）  

真教寺 親鸞聖人 750階・開基 400年・住職継職奉告法要 

第９回 実行委員会 
 先般、2 月 11 日に実行委員会が開かれました。これまで法要円成に向けて様々な協議を

してまいりました。ご門徒皆さまのお蔭により、記念事業の本堂正面階段の修復、門徒会館

台所リフォーム、山門と塀の塗装塗り替えが終了しました。誠に有難うございました。 

さて、いよいよ法要の諸準備を本格的に進めてまいります。そこで、別紙にあります、お

稚児さんの募集を始めます。幼少のお子さまやご家族の皆さまの尊い仏縁になります。ご門

徒様に限らず、どなたでも参加できますので、有縁の皆さまのご参加をお待ち申し上げてお

ります。 

 

＊お稚児とは？・・・寺院などで、大法要の行列に美装して出る男女の児童のこと。 

          （別紙募集チラシをご参照ください） 

真教寺三大法要にて、稚児行列を致します。 

せっかくのいい機会ですのでたくさんの方のご参加をお待ち

しております。（別紙募集チラシをご参照ください） 

鹿児島別院 本堂 

お蔭様で 

○本堂正面階段の修復 

○山門と塀の塗り替え 

が無事に完了いたしました。 

真教寺親鸞聖人 750回大遠忌法要 

寺基 400年・住職継職法要 

2016(平成 28)年 10月 29日・30日 
 

法要まで242 日 

（2016年 3月 1日より） 

別紙募集チラシの申込書に必要事項をご記入の上、お寺までご持参ください。（郵送・ＦＡＸ可） 


